
GM鶴牧-3環の会 

第 77回クラシックを楽しむ会 
2023年 7月 16日（日）18:00～（ 1 時間 47 分） 

タイトル ： 歌劇「利口な女狐の物語」 （ヤナーチェク） 
会場等 ： アン･デア･ウィーン劇場 

         ウィーン･ミュージアム･クォーター ホール E (オーストリア) 

   2022年 10月 20･22日 

楽団等 ： ウィーン交響楽団 

合唱   ： アルノルト･シェーンベルク合唱団 

指揮   ： ギエドレ･シュレキーテ 

演出   ： ステファン･ヘアハイム 

出演   ： 女狐ビストロウシュカ： メリッサ･プティ 

        森番： ミラン･ジリャノフ 

         校長/ 蚊/ ラパーク(犬)/ 雄鶏(おんどり)/ キツツキ： 

                        黃亞中(ホァン･ヤーツォン)    

  ほか 

「利口な女狐の物語」作曲の経緯について 

 チェコの作曲家ヤナーチェク家の家政婦は、新聞が届くと

主人に渡す前に台所で連載小説を愛読していて、ヤナーチ

ェクが知るところとなった。この連載小説は当時大変な評判

になっていて、家政婦は「旦那様は動物たちのことをよくご存

じですよね。これはすてきなオペラになるんじゃないでしょう

か」といて作曲を勧めた。ヤナーチェクはその気になり資料を

集めて研究し、自ら台本を書いて作曲に着手した。 

ウィーン･ミュージアム･クォーター ホール E+G 

ミュージアム･クォーター（MQ）はホーフブルク宮殿の西南、美術史博物館の通りを隔てた旧帝国厩舎で、

世界最大級規模のカルチャーエリア。広さは 60,000 ㎡（参考.東京ドームは 47,000 ㎡弱）。2 つのコンサ

ートホール E+Gの他、玄武岩にに覆われた近代美術館、レオポルト美術館など数多くの施設がある。 

 

 

 

第 78 クラシックを楽しむ会（予告） 

タイトル：喜歌劇「ペリコール」（オッフェンバック）  

     8月 13 日（日） 17時 30分開場、18時上映開始  

 歌手：マリナ･ヴィオティ、スタニスラス･ド･バルベラク他 管弦楽：レ･ミュジシャン･デュ･ルーヴル 合唱：ボルドー国立歌劇場合唱団 

指揮：マルク･ミンコフスキ 収録：2022年 11月 23･24日 シャンゼリゼ劇場(パリ)。 

第 2幕 女狐ビストロウシュカが雄狐に恋する場面 

原作となった新聞の連載小説 

左がコンサートホール E+G、奥の黒い建物が近代美術館。広場には可動式のカラフルベンチ。 



あらすじ 
【時と場所】 

チェコ東部、モラヴィア地方の片田舎の森とその近くの村 

【登場人物】 

森番とその妻 

校長、穴熊にそっくりな司祭、 

行商人ハラシュタ、 

居酒屋の主人パーセクとその妻、 

女狐ビストロウシュカ、雄狐ズラトフシュビテーク、 

森番の息子ペピークとその友達フランティーク、 

森番の飼い犬ラパーク、 

雄鶏と雌鶏、カエル、きつつき、蚊、 

穴熊、ふくろう、かけす（カラス科の鳥） 

第 1幕への前奏曲。 

【第 1幕】 

第 1場 森の峡谷。夏の午後。森番が女狐を捕まえる 

森番が銃を持って登場し、疲れたと言って休憩する。彼の血を吸った蚊をカエルが捕まえようとする。子供

の女狐ビストロウシュカが登場、カエルを見て驚く。カエルも驚いて跳ねて森番の鼻の上に落ちる。森番が

目を覚まし子狐を見つけて捕まえると、子供たちの待つ家へ連れて行く。 

第 2場 森番の家の庭。秋の午後。 

犬のラパークがビストロウシュカに説教し、言い寄るが、彼女は拒絶する。森番の息子のペピークが友達の

フランティークを連れて登場し、ビストロウシュカを棒でつつき始める。彼女は怒ってペピークにかみつく。

その悲鳴を聞いて飛び出してきた森番の夫妻に彼女は縛り上げられてしまう。彼女が泣いていると、雄鶏が

因縁をつけてからかう。彼女はその態度と雌鶏や雛鳥の盲目的な服従に腹を立てて、「雄鶏の支配に反抗し

て新しい秩序を作るんだ」と演説するが鶏たちは全く理解できずむしろ嘲笑を浴びせる。激昂したビストロ

ウシュカは雄鶏を捕まえ雛鳥たちを殺して逃げ出す。 

【第 2幕】 

第 1場 森の峡谷。夕方。女狐ビストロウシュカが穴熊の"広い家"を奪い取る 

ビストロウシュカが穴熊の家に目をつける。彼女は森の生き物たちの同情をかい、うまく穴熊を追い出して

しまう。 

第 2場 パーセクの居酒屋。夜。校長と森番がトランプをしていて"穴熊そっくりの顔"の牧師も加わる 

校長と司祭と森番がトランプをしている。森番が校長を片思いのことでからかうと、校長は狐の話で応酬す

る。校長と司祭が帰り、森番は酒を飲むが居酒屋の主人にまた狐の話をされて突然出て行く。 

第 3場 森の中の小径。ヒマワリの茂み。 

ヒマワリの茂みからのぞくビストロウシュカを、酔っぱらった校長は片思いの相手テリンカだと思い抱きしめよ

うと駆け出すが、ヒマワリの茂みに落ち込んでしまう。司祭は思い出を回想している。森番は女狐を見て発

砲するが弾は当たらない。 

第 4場 女狐の巣穴の前。夏の夜。森番が女狐ビストロウシュカを銃で撃つが、取り逃がす 

ビストロウシュカの巣穴の前を通りかかった雄狐ズラトフシュビテークと彼女は恋に落ちる。雄狐は彼女を散

歩に誘い、彼女は自分がひとりぼっちであること、森番にひどい目に遭わされて逃げてきたこと、うまく巣穴

を手に入れたことを話す。雄狐が狩に行きウサギを持って帰ってくる。彼らは互いに愛を告白し、二人で巣

穴の中に消える。翌朝、きつつきの司祭役で二人は結婚式をする。 

  

ヤナーチェクの故郷にある「利口な女狐の物語」の記念碑 



【第 3幕】 

第 1場 森のはずれ。秋の昼間。 

鶏の行商人ハラシュタが登場して民謡を歌う。森番が通りかかり、ハラシュタは今度テリンカと結婚すること

になったと話す。森番は狐の足跡を見つけて罠を仕掛ける。ビストロウシュカが夫や子供を連れて登場し

罠に気づき立ち止まる。妻になるテリンカに狐の襟巻きをプレゼントしてやろうと思ったハラシュタは狐たち

を捕まえようとする。ビストロウシュカがおとりとなって逃げ回る間に夫と子供たちはハラシュタの鶏を食べて

しまう。怒り狂ったハラシュタは銃を発砲しビストロウシュカは射殺されてしまう。 

第 2場 パーセクの居酒屋の庭。 

パーセクの妻が校長の相手をしているところへ森番が登場し、ビストロウシュカの巣穴がカラだったと話す。

校長はテリンカが結婚するのでうちひしがれている。パーセクの妻はテリンカが新しい狐の襟巻きを持って

いたと話す。森番は、居酒屋の陰気さに我慢ができなくなり、自分たちも年をとったんだと語り店を出て行く。 

第 3場 森の峡谷。日没の頃。 

森の中で森番は若い頃のことを想い出している。結婚式の翌日に若い妻と二人でここに寝ころんだこと、

情熱的な愛も年をとって失せてしまったこと。いつの間にか彼は眠ってしまう。ふと、彼は若い女狐に気づ

く。ビストロウシュカのことを想い出して今度はしっかり捕まえようとするが、捕まえたのはカエルだった。そう

いえばビストロウシュカを捕まえた時もカエルがいたと想い出していると、カエルが「あの時、あんたの上に

落っこちたのはおいらの祖父さんだったんだ」と告げる。森番は、繰り返されてゆく生命の再生、自然のサ

イクルに感動する。 

出演 

メリッサ･プティ（リリック・ソプラノ） 

1990年南仏コートダジュールサンラファエル生まれ。 

パリ・オペラ座、アン・デア・ウィーン劇場、ブレゲンツ音楽祭などに出演している若手

歌手の一人。 

 

 

黃亞忠(ホァン･ヤーツォン) （テノール） 

1989年台湾生まれのテノール歌手。ベルリン・ドイツ・オペラのアンサンブ

ルメンバー。 

 

 

 

ギエドレ･シュレキーテ（指揮） 

1989年リトアニア出身の指揮者。ゼンパーオーパー、チューリッヒ歌劇場、ライプツィ

ヒ歌劇場、バーゼル劇場、マインツ州立劇場の他、ヨーテボリ交響楽団などを指揮して

いる。 

 

シュテファン・ヘルハイム（演出） 

1970年ノルウェー生まれ、ドイツを拠点に活躍しているオペラ演出家。バイロイト音楽

祭で絶賛された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://en.wikipedia.org/wiki/Gothenburg_Symphony_Orchestra


ヤナーチェクとモラヴィア 

 チェコの代表的な作曲家スメタナ、ドボルザークはチェコ西部のボヘミア地方の中心都市プラハで活躍

したが、ヤナーチェクが活躍したのはチェコ東部の田舎モラヴィア地方の中心都市ブルノ。60 代になって

から代表作の歌劇「イェヌーフア」がプラハで上演されて大成功を収め、ヨーロパに知れ渡ることになった。

晩年に最盛期を迎えて歌劇「利口な女狐の物語」の他、声楽曲や管弦楽、室内楽曲など一;連の名曲を残

したが、オペラ作品が世界的に知られるようになったのは 1970年代以降である。 

レオシュ・ヤナーチェク（1854-1928）はチェコ

東部モラヴィア地方北部の村フクヴァルディに

生まれた。少年時代のチェコ（ボヘミア地方・モ

ラヴィア地方・一部シレジア地方）はオーストリ

ア＝ハンガリー帝国（1867-1918） に支配さ

れていて言語はドイツ語。モラヴィア地方の中

心都市ブルノで育ち、世話になった王立師範

学校長の娘と結婚したが、ロシアの文化や文

学を含め「汎スラヴ的な」民族主義者ヤナーチ

ェクは、当初から妻と、「きわめてドイツ的な」親

族と不忠。結婚生活は事実上破綻した。 

当時のプラハでは、ヤナーチェクは民俗学者としての知識を身につけている二流の地方の作曲家とみなさ

れていた。代表作の歌劇「イェヌーファ」はモラヴィアの村を舞台とし、モラヴィア方言で書かれた戯曲を

もとに作曲されたが、プラハ国民劇場での上演は「度肝を抜くような大成功」。その後ヨーロッパ各地

で上演されることになった。 

 晩年のヤナーチェクは、二人の子供を持つ 38 歳年下の既婚女性カミラ・シュテスロヴァーと出会い晩年

の活動に多大な影響を与えた。 

最晩年のオペラの内、3 つのオペラはカミラを通じて垣間見た女性がもつ 3 つの顔を描いた三部作。「利

口な女狐の物語」は「自然な天真爛漫さ」を描いていると評されている。 

「利口な女狐の物語」原作 

ヤナーチェクが住んでいたチェコ・モラヴィア地方の中心都市ブルノの新聞「リドヴェー・ノヴィニ」に掲載さ

れていた絵物語が「利口な女狐の物語」の原作である。この絵物語はスタニスラフ・ロレクの絵にルドル

フ・ティエスノフリーデクがキャプションをつけた。 

画家スタニスラフ・ロレク（1873-1936）は、イラストレーター、漫画家、挿絵画家。ボヘミア南部の猟

場の番人助手をしていたこともあって動物たちをよく知っており、活き活きとユーモラスな絵を描く

ことができた。 

 

ルドルフ・ティエスノフリーデク（1882-1928）はチェコの作家、詩人、劇作家、ジャーナリスト、翻訳家。 

 

ヤナーチェクと彼が育ったブルノのアウグスティノ会修道院（メンデルの修道院） 

メンデルの法則はこの修道院で生まれた 

ロレクと彼の描いた絵画                                                            ティエスノフリーデク 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9C%E3%83%98%E3%83%9F%E3%82%A2

